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１ 仮説 

 カリキュラムマネジメントによる学びの舞台を設定し，子どもたちが個で考えたり，集団で考えた

りする活動を通して，学ぶ楽しさを実感すれば，自分の言葉で表現し，主体的に学びに取り組む

ことができるようになるだろう。 

 

２ 主題設定の理由 

（１）２０２２（令和４）年度の状況 

【学校評価自己評価】 

   「授業で考えることはおもしろい」の肯定的評価は，目標値８５％に対して，８０．８％の結果であった。 

   〈成果と課題〉 

   ○子ども同士で対話をする場面が多く見られた。 

   ○「学びファイル」の振り返りを通じて，「できることが増えた」と感じる児童が増えた。 

   〇自主学習の内容が自分の得意不得意に応じた内容になってきている。 

   ○挑戦したことに対し，失敗を責めたり，恥ずかしいと思ったりする児童が減ってきた。 

●発表に苦手意識をもつ児童がいる。 

●主体的に授業に向かう児童は増えたが，深い学びや学力向上につながらない。 

●高学年では，すぐに「答え」を求める姿や分かる人の説明を待つ姿がある。 

 

【全国学力学習状況調査】 

  意識・正答率ともに平均値を下回った。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 
じっくり考え 共に考え 自分の言葉で表現する児童の育成 

～Joyful Learning を目指して～ 

研究主題 



 

 

 

【標準学力調査】 

  ・平均値を下回る学年が多かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・評定１（学力低位児童）の割合は，各学年約３５パーセント程度であった。 

 各クラス１０人程度が学力低位の児童であるといえる。 

 

 

（２）1年間子どもに向き合った先生方の実感として（研修等） 

・子どもの「もっと知りたい」「もっとこうなりたい」が生まれたり，つながったりする単元構成が必要。 

・子どもの基本的な学びの力をしっかりつけたい。 

・子どもの多様な学びを保障する時間やカリキュラムが必要。 

・子どもの学びを深めるためには，子どもも教職員も学びを「わくわく」「楽しむ」ことが大切。 

・対話や振り返りを通して，自分の考えや成長に気付き，考えを深めたり，次の課題を見つけたりする子ども

であってほしい。                                                               など 

 

 

３ ２０２３（令和５）年度の取り組み 

今年度も，昨年度の取り組み①②を踏襲し，新たに③の視点を設ける。 

①学びに向かう場の設定 

②「認知の仕組み」に着目した授業 

③学力低位の児童に対する対策 

 

学年 新２学年 新３学年 新４学年 新５学年 新６学年 

国語 ２０％（２５） 28％（３６） ３２％（３４） ３５％（４２） ２８％（３８） 

算数 １８％（２３） ４１％（５３） ３３％（３６） ３６％（４３） ４５％（６０） 

理科   ４４％（４７） ５１％（６２） ３９％（５３） 

社会     ４５％（６０） 



 

 

（１）学びに向かう場の設定 

 学習活動全体で目標設定の場・挑戦する場・振り返る場を保障し，児童が自己の成長を実感したり，達

成感をもって過ごしたりできるようにする。 

授業では，自分でじっくり考える時間の確保，仲間と対話する時間の確保と学習で育った実力が可視化

されるテスト以外の評価場面（学びの舞台）を設定する。 

（２）「認知の仕組み」に着目した授業 

主体的，対話的で深い学びにするために，「認知の仕組み」に着目し，授業の中でどのようなしかけづく

りをすることができるのか探っていく。 

 ※認知の仕組とは，人が外界からの情報を受け取り，処理して知覚，認知するための脳内の仕組みのこと。         

   ※学びとの関係のイメージ図  

             

        

 

 

                      

 

（３）学力低位の児童に対する対策 

  学習の土台として，認知機能に含まれる 5つの要素（記憶，言語理解，注意，知覚，推論・判断）に対応

する、「覚える」「数える」「写す」「見つける」「想像する」力を伸ばす。 

「やってみたい」「できそうだ」と思えるような導入の工夫を行う。 

 

４ 構想図 

メタ認知 非認知 

知識・理解・思考・判断・表現 

認 知 

知覚・理解・判断・推論・記憶

によって 

新たに知識や理解を形成する 

情意・価値観・信念・道徳的判断 

など 

主観的な体験や評価に対する能力 

自己評価・自己調整・自己規制 

など 

高次の認知スキル 

安心感・自己肯定感・思いやり・学びに向かう力 

学び 



 

 
 

５ 研究の取り組み概要 

（１）授業 

  ①研究授業 

年間１回，全員研究授業を行う。 

  ②見合いっこ授業  

   学期に１回，自由に授業を見に行く期間を設ける。  

（２）研修 

  ①校内研修 

   「学ぶ楽しさ」  「認知の仕組み」  「評価」  「個人テーマ作成」  「調査の分析」など 

  ②中学校区研修 

   年間５回  実践交流や振り返りを行う。 

  ③校内自主研修 

    月に 1回程度 自主的に研修を行う。（自由参加） 

（３）学力調査 

   ①学びの達人 

     児童の認知力を調査し，1年間の指導に役立てる。 

   ②全国学力・学習状況調査・学力の伸びを把握する調査・標準学力調査 

     結果を分析し，授業改善につなげる。 

（４）取り組みの具体 

 

 

 

 

  

生徒指導部 
☆子どもの力で学校を変えていく 

子ども議会の設立 
☆児童の意見から立ち上げた 

新しい委員会の設立 

・最高学年を中心とした縦割り掃除 

・行事を，実行委員（児童）中心に

つくっていく 

保健体育部 
☆自己の成長を確認できる 

体育ファイルの作成 

・生活習慣の見直し 

 …トライウィークの実施 

・１年間を通しての新体力テストの

実施（課題の設定＆再測定） 

・予告なし避難訓練 

・体育委員による行事の企画 

教務部・研究部  
 ☆授業観察の日常化＆学びの発信 ☆情報活用力の系統性の提示 

・授業実践（子どもの力を信じ，子どもの思考に沿った主体的な学び）   

・自己評価や他者評価の場の保障（三者懇談等） ・学びファイル（何をどう綴じるか見直す）  

・自作テスト（子どもの学びに合った評価）   ・授業研究，協議会（子どもの姿から語る） 

・振り返りの視点の系統性活用         ・ノーチャイム 

じっくり考える 

自己表現する 

このような取組をします。 

めざす 

水呑の子ども像 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 研究授業 

 （１）学びづくり案について 

今年度の研究主題を凝縮した Joyful Learningパックとして位置づける。 

自分の良さや弱さを自

覚している。 

「自分はどうなりたい

か」，「自分はどうするの

か」を決めることができ

る。 

学びファイル 

１年間の学びの足跡（授業のワークシート・作品の写真・振り

返りシート・テスト）を自分のファイルに綴じて振り返る。 

ポートフォリオ評価 

学びファイルを軸に，前と今の自分を比べたり，テストの結果

と自分の学習を結びつけたりしながら，自分の成長を確かめる。 

友達との交流（他者評価の場）を増やす 

互いのノートや作品についてコメントし合う中で，自分の良さ

に気付いたり，友達の良さを自分に取り入れたりする。簡単に，

多様な視点から刺激を得ることができる。 

自分の言葉で表現できる 対話・学びの舞台・振り返り 

 学校全体で子どもが思いや考えを言葉にする機会をつくる。 

 学習活動の中で，学んだことを表現する場を工夫する。 

活動の後には振り返る。①自分の成長や変化，②周りの人と

の関わりの中で気づいたこと，③自分が成長したいと思ってい

ることの３つの観点で振り返る。自己理解を深め，向上心や主

体性をもてるようにする。 

 

自分一人で考えきること

ができる。 

なかまと協働的に考える

ことができる。 

授業展開の工夫・集中力・質問力の強化 

授業の展開時に，子どもが「やりきった」「考え抜いた」と思

える時間を保障する。 

興味や関心・問題について集中できる力や自分に問いかける

（質問）力をつける。 

 

授業展開の工夫・コミュニケーション力・聞く力の強化 

 授業の展開時に，課題を明確にした対話の時間を保障する。 

 相手のことを思いやる気持ちや最後まで話を聞き理解する力

をつける。 

授業は，「楽しむもの」

だと思っている。 

合言葉は「Joyful Learning！」 

 「知りたい」「やってみたい」と思える授業の導入を行う。「楽

しさ」の理解を深め，職員間で統一した価値付けをする。 

 



 

 

 ①認知の仕組みと単元でのつけたい力との関係を考える。 

 ②評価基準を決める。 

 ③想定する単元計画を立てる。 

※主に学力低位児童を意識した導入の工夫，定着・アウトプットとしての学びの舞台を記入する。 

 ④実際の学習過程を記入する。 

  ※他教科とのつながりも意識し記入する。 

 ⑤本時の学習課題を記入する。 

 ⑥単元の学習の終了後，学びづくり案を仕上げる。 

 （２）研究授業の振り返りの視点 

    〇Joyful Learningであったか。 

     ・Joyfulだった児童の様子・・・どのような学びの過程をたどったか。 

     ・Joyfulでなかった児童の様子・・・どんな手立てが有効なのか。 

    ※ Joyfulの定義は，研修等を活用し学校全体で決める。 

    〇個で考えたり，共に考えたりすることでねらいに迫ることができたか。 

 

       

 

①

 ② 

③ 

④

 

⑤

 ⑥

 

データの場所…ＮＡＳ→♢Ｒ５→２教務研究部→

☆研究部→②校内研究→学びづくり案→★学びづ

くり案もと 

こちらにあります。↓ 

子どもたちの「できる」・「わかる」・「楽しい」のために 

一緒に挑戦していきましょう。 


